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　　　　　　　　　　　目的

　色は ヒ トの 心理や行動に影響を及 ぼす とい われ て

お り，青は鎮静作用 ，赤 は覚醒作用をもっ とされ て い

る 。 例えば2004年の ア テネオ リン ピ ッ ク を対象とした

調査 で は，ボ ク シ ン グ，テ コ ン ドー，レ ス リン グにお

い て，赤の 防具や コ ス チ ュ
ーム を身に付けた選手は ，

青の もの を身に付けた選手 よりも勝率が有意に高か

っ た と報告 され て い る （Hill＆ Barton，2005）。 ま

た，色彩心理に関す る
一

般書によると，色は ヒ トの 時

間知覚 に も影響を及ぼす と書か れ て い る 。 しか し ，時
間知覚に及ぼす色 の効果を調べ た実験的研究は非常
に少なく，また

一・
貫した結果が得られ て い な い 。そ こ

で本研究で は，時間知覚の研究に お い て最も多く用 い

られ て い る研 究法の
一．・

つ で あ る間隔二 分法 に基 づ き ，

色が時間知覚に及ぼす効果の 有無につ い て 検討 した 。

　　　　　　　　　　 方法
実験参加者 ： 大学院生または大学関係者9名 （男性2
名，女性 7名）。
装置 ：2L5イ ン チ の ワ イ ドモ ニ タ

ー
。 制御用 ノ

ー
トパ

ソ コ ン。キ
ーボー

ド。
手続き 1 最初に ，400ms と1600皿 s の 弁別訓練を10
試行の 練習フ ェ

ーズ に おい て行な っ た。モ ニ ター
画面

の 中央に 白い 四角形が 呈示 された とき に ，キーボー
ド

の ス ペ ー
ス キ

ー
を押すと，四角形は消 され，400ms

後また は 1600ms 後に，今度は 同 じ四角形が 画面の 左

右に
一

つ ずつ 同時に 呈示 され た。左右の 四角形 が 400
ms 後に 呈 示 され た 場合に は K の キー

，
1600ms 後に呈

示 され た場合に は D の キー
を押すと，止解を示すチ ャ

イム が鳴らされ ，逆の キー
を押すと誤答を示すブザー

が鳴らされた （正解キ
ー

は参加者 ご とにカウン タ
ーバ

ラ ン ス をとっ た）。10試行 の 練習 フ ェ
ーズ で は ，モ ニ

タ
ー

の 背景画面は常に黒で あっ た 。 10試行 の 練習が終
わると，次からは反応 して も音によるフ ィ

ー
ドバ ッ ク

は返されない こ とが告げられ，テ ス トフ ェ
ーズ に移行

した。テ ス トフ ェ
ーズ で は ，中央の 四角形が消され て

か ら左右に 四角形が呈示され るまで の 間 ，モ ニ タ
ー

の

背景画面を青また は赤に した （順番はラン ダム）。ま

た，400ms
，
1600ms だ けで は な く，その 間の 5種類 の

時間間隔 （504，635，800 ，1008 ，1270ms ）も用 い ら

れ ， 「長 い 」 と判断するか 「短 い 」 と判断するか をテ

ス トした （用い た時間間隔は，対数変換した際に等間

隔になるように設定した）。7種類 の 時間間隔の それ

ぞれを9試行ず つ
， 赤または青の 背景画面の もとで 行

なっ たため，テ ス トは 7× 9× 2 ＝126試行 で あっ た 。

　　　　　　　　　　 結果

　Figure　1は，テ ス ト試行にお い て 「長い 」 と判断し

た割合を7種類の 時間間隔ごとにプ ロ ッ トして得られ

た精神物理学的関数で ある。背景画面が赤の ときは青
の ときよ りも関数が 左 にずれ て お り，赤の ときは時間

間隔を 「長 い 」 と判断 しが ちで あっ た こ とが 読み取れ

る。ロ ジス テ ィ ッ ク 回帰に よ り，各参加者ごとに 二 分

点 （「長い 」 と判断 した害1」合が 50％ になるときの 時間

間隔）を求めたと こ ろ ，
二 分点の 平均値 ± 標準誤差は，

画面背景が赤の ときは738± 29ms ，青の ときは 804±
31msで あり， 対応 の あ る t 検定 の結果，有意差が認 め

られた （t （8）＝ 2．42，p 〈 ．05）。
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Figure　 L　Mean 　proportion　of 　
i’Long”responses

plotted　against 　stimulus 　duration　for　the　colors

red 　and 　blue．
　　　　　　　　　　 考察
　本研究か ら，モ ニ タ

ー
画面の 色 は ヒ トの 時間知覚に

影響を及ぼすこ とが確認され，赤は青よ りも時間を長
く感じ させ る働きを もつ こ とが 明らか に な っ た

。 間隔

二分法に よ る研究で は ，二 分点は最小間隔と最大間隔

との 幾何平均に近くなる こ とが明らか にされ て お り，
本研究における二 分点の 予測値は800ms となるが ， こ

れは背景画面が 青の ときの 二 分点 に ほ ぼ等 し くな っ

て い る。
こ の こ とか ら， 色 の 違 い に よる 時間感覚の変

化は，青が 時間を短く感 じさせたとい うよりも，赤が

時間を長く感 じさせ た こ とに よ っ て 生 じ たもの と考
えられる。

　マ カ ク ザル の 研 究に よる と ， 赤みが か っ た オ ス の 顔
は，メス にとっ て は好ましい 刺激 となる が ，オス に と

っ て は脅威を感 じる刺激とな る こ とが分か っ て い る 。
赤に備わっ て い る とされる覚醒作用が霊長類

一
般に

み られ る の か ど うか ，あ る い は そ の 作用 の 性差な ど に

つ い て，今後さらに サ ン プル 数を増や して検討 してい

く必 要がある。
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